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一人ひとりが主役となって、共に生き、ともに支え、平和と人権の根づくまちをつくります（亀岡市民憲章）

個
人
質
問

山
本
由
美
子 

議
員

個
人
質
問

個
人
質
問

眞
継  

進
吾 

議
員

問

答

　
　

経
費
削
減
と
雑
誌
コ

ー
ナ
ー
の
充
実
を
目
的
に
、

雑
誌
の
表
紙
に
企
業
名
を

表
示
し
、
雑
誌
の
購
入
費

を
企
業
な
ど
に
負
担
し
て

も
ら
う
「
雑
誌
ス
ポ
ン
サ

ー
制
度
」
の
導
入
を
。　
　

　
　

経
費
削
減
の
手
法
と

し
て
、
大
変
有
効
な
取
り

組
み
で
あ
り
、
他
市
の
状

況
も
踏
ま
え
、研
究
す
る
。

問

答

　
　

「
観
光
で
ま
ち
を
元

気
に
」
と
い
わ
れ
る
が
、
経

済
部
の
「
も
っ
と
ま
ち
を

き
れ
い
に
」と
い
う
願
い
と
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
の「
今

以
上
き
れ
い
に
す
る
に
は

も
っ
と
予
算
が
必
要
」
と

い
う
現
状
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
部
課
単
独
で
解
決
策

を
見
出
す
こ
と
は
最
善
と

は
い
え
な
い
。
部
課
の
垣

根
を
越
え
協
働
す
る
こ
と

で
新
た
な
解
決
策
を
市
民

に
提
案
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
　

今
以
上
費
用
を
か
け

る
こ
と
は
難
し
い
だ
け
に

紹
介
事
例
も
検
討
し
、
経

済
部
、
ま
ち
づ
く
り
推
進

部
連
携
し
て
よ

り
良
い
ま
ち
づ

く
り
に
あ
た
り

た
い
。

行
政
が
自
ら
の
垣
根
を
越
え
て
協
働
の
手
本
を
示
す
べ
き

だ
と
考
え
る
が
ど
う
か

問答
　
　

不
育
症
に
対
し
て
①

適
切
な
啓
発
、周
知
活
動
を
。

②
相
談
体
制
の
確
立
を
。

③
公
的
支
援
が
必
要
で
は
。

　
　

①
情
報
収
集
も
含
め
、

効
果
的
な
方
法
を
考
え
る
。

②
医
療
と
連
携
し
た
専
門

的
な
相
談
体
制
を
広
報
し
、

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。
③

医
療
機
関
で
の
診
断
状
況

や
市
民
ニ
ー
ズ
、
府
の
対

応
も
踏
ま
え
、検
討
す
る
。

妊
娠
し
て
も
流
産
や
死
産
を
繰
り
返
す
不
育
症
へ
の
周
知
と
公
的
援
助
を

図
書
館
の
雑
誌
に
広
告
を
掲
載
す
る
「
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
」
の
導
入
を

　
　

平
和
池
災
害
を
今
後

亀
岡
市
と
し
て
災
害
を
検

証
し
て
後
世
に
引
継
ぐ
た

め
の
取
組
み
は
。

　
　

平
和
池
災
害
を
教
訓

に
防
災
学
習
を
教
育
委
員

会
で
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
さ
ら
に
各
地

域
で
の
防
災
学
習
会
で
も

伝
承
し
て
い
く
。

問答 問答平
和
池
決
壊
の
災
害
の
教
訓
が
今
後
の
自
然
災
害
に
ど
の

よ
う
に
い
か
さ
れ
る
か

　
　

予
定
価
格
の
事
前
公

表
は
全
国
的
に
取
り
止
め

る
方
向
で
あ
り
、
市
内
企

業
の
保
護
・
指
導
の
観
点

か
ら
も
暫
定
措
置
で
は
な

い
根
本
的
な
改
革
を
望
む
。 　

　

事
前
公
表
は
不
祥
事

防
止
の
暫
定
措
置
。
総
合

的
な
観
点
か
ら
検
討
委
員

会
で
今
年
度
内
を
目
標
に

新
制
度
を
創
設
す
る
。

問

答

公
共
工
事
入
札
の
予
定
価
格
公
表
よ
り
も
根
本
的
な
不
正
防
止
策
を

　
　

台
風
15
号
豪
雨
で
滑

落
し
た
新
家
橋
は
、
修
復

で
き
る
の
か
。
ま
た
、
予
防

整
備
を
計
画
的
に
進
め
な

い
と
い
け
な
い
。　
　

　
　

工
法
的
・
予
算
的
に

す
ぐ
に
は
修
復
で
き
な
い

が
取
り
組
む
。
予
防
整
備

に
関
し
て
は
、
来
年
度
内

に
検
査
を
完
了
し
計
画
を

策
定
し
て
順
次
取
り
組
む
。

問

答

台
風
被
害
の
架
橋
を
修
復
せ
よ
。施
設
の
事
前
補
修
で
長
寿
命
化
を
図
る
べ
き

　
　

市
道
北
古
世
西
川
線

の
用
地
買
収
は
ど
の
程
度

進
ん
で
い
る
の
か
。

　
　

現
在
西
川
に
架
か
る

橋
の
建
築
に
か
か
り
、ま
た
、

地
権
者
25
名
中
12
名
で
契

約
完
了
、
篠
町
川
西
区
12

名
の
地
権
者
の
ご
理
解
を

い
た
だ
き
な
が
ら
さ
ら
に

用
地
取
得
に
努
め
て
い
る
。

市
道
北
古
世
西
川
線
の
進
捗
状
況
は

　
　

福
島
第
一
原
発
事
故

を
受
け
て
、
高
浜
原
発
の

過
酷
事
故
を
想
定
し
、
本

市
の
防
災
計
画
の
見
直
し

を
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ

た
の
か
。　
　

　
　

独
自
に
定
め
て
い
る

危
機
管
理
計
画
に
お
い
て
、

原
子
力
災
害
編
を
新
た
に

設
け
て
、
防
災
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
今
年
度
中
に
策
定
し

て
い
き
た
い
。

個
人
質
問

個
人
質
問

湊　

泰
孝 

議
員

個
人
質
問

福
井  

英
昭 

議
員

問

答

問

答

原
発
災
害
の
防
災
計
画
の
策
定
は
ど
う
か

　
　

市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
に
は
「
千
代
川
駅
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
ま
す
」

と
あ
る
が
、
時
期
も
含
め

具
体
的
計
画
は
ど
う
か
。

　
　

４
年
以
内
に
目
途
を

た
て
た
い
。

Ｊ
Ｒ
千
代
川
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
目
途
は
ど
う
か

　
　

亀
岡
市
内
の
中
小
零

細
企
業
及
び
商
店
の
経
営

は
瀕
死
の
状
況
に
あ
る
。

市
外
業
者
の
出
店
が
相
次

ぎ
商
圏
が
縮
ま
っ
て
い
る
。

①
地
元
商
店
に
対
し
て
行

政
が
で
き
る
こ
と
は
。②
個
々

の
自
助
努
力
は
必
要
で
あ

る
が
、
規
制
緩
和
や
京
阪

神
地
域
へ
の
消
費
の
流
出

及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通

販
が
多
様
化
し
て
い
る
現

状
の
中
、
地
産
地
消
運
動

の
強
化
や
市
外
業
者
出
店

者
に
対
し
地
元
商
店
か
ら

の
納
品
を
斡
旋
す
る
亀
岡

独
自
の
特
区
及
び
条
例
を

設
置
し
て
は
。亀
岡
は
盆
地

で
あ
り
独
自
施
策
を
打
ち

出
し
や
す
い
。

　
　

①
商
店
街
連
盟
に
対

し
て
の
補
助
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。②
検
討
し
た
い
。

問

答

地
域
経
済
発
展
の
た
め
商
業
特
区
・
条
例
の
制
定
の
考
え
は

田
中　

豊 

議
員

　
　

所
得
１
０
０
万
円
未

満
の
世
帯
の
滞
納
が
増
え

て
い
る
。「
収
入
の
減
収
率

が
前
年
の
半
分
以
上
」
の

規
定
に
生
活
保
護
基
準
を

加
え
る
べ
き
。

　
　

法
定
軽
減
や
失
業
軽
減
、

所
得
の
減
少
割
合
に
よ
る

軽
減
、
分
納
な
ど
行
っ
て

い
る
。
直
ち
に
改
正
す
る

考
え
は
な
い
。

個
人
質
問

苗
村  

活
代 

議
員

個
人
質
問

吉
田  

千
尋 

議
員

個
人
質
問

齊
藤  

一
義 

議
員

問

答

問

答

国
保
料
の
減
免
基
準
は
生
活
保
護
基
準
を
目
安
に
す
べ
き

　
　

来
年
度
か
ら
要
支
援

と
認
定
さ
れ
た
人
に
対
し

て
自
治
体
の
判
断
で
「
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
」
を
行
え
る
が
、

介
護
給
付
か
ら
外
し
て
給

付
費
の
抑
制
を
図
る
も
の
。

導
入
す
べ
き
で
な
い
。

　
　

支
援
が
必
要
な
方
に

必
要
な
支
援
が
で
き
る
よ

う
対
応
し
て
い
き
た
い
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
つ
な
が
る「
総
合
事
業
」は
行
う
べ
き
で
は
な
い
！

　
　

①
曽
我
部
町
南
条
久

保
橋
東
の
通
学
路
確
保
の

対
応
は
。
②
東
別
院
町
の

府
道
東
掛
小
泉
間
の
道
路

拡
幅
、街
灯
設
置
は
ど
う
か
。

　
　

①
今
後
も
歩
行
者
の

安
全
確
保
に
向
け
地
元
と

話
し
合
い
検
討
し
た
い
。

②
東
掛
小
泉
間
の
拡
幅
に

は
地
権
者
の
事
業
協
力
が

不
可
欠
、
街
灯
設
置
は
京

都
府
と
立
会
・
検
討
し
た
い
。

問答問答 安
全
・
安
心
の
通
学
路
確
保
を

　
　

風
評
被
害
防
止
の
た
め
、

悪
臭
や
煙
を
出
す
工
場
へ

の
立
ち
入
り
検
査
を
。　

　
　

京
都
府
が
４
〜
５
年

に
１
度
立
ち
入
り
調
査
を

実
施
し
規
制
基
準
の
適
合

を
確
認
し
て
い
る
。
市
へ

相
談
が
あ
れ
ば
京
都
府
と

連
携
し
て
対
応
す
る
。

市
民
や
農
業
従
事
者
の
安
心
の
た
め
事
業
所
へ
の

立
ち
入
り
調
査
は

　
　

住
宅
公
社
所
有
地
を

土
地
開
発
公
社
が
取
得
す

る
こ
と
は
、
場
合
に
よ
っ

て
は
違
法
行
為
に
該
当
す

る
が
、
こ
の
よ
う
な
取
引

を
し
た
こ
と
は
な
い
か
。

　
　

記
憶
が
定
か
で
は
な

い
が
、
思
い
出
し
て
き
た
。

ま
ず
い
取
引
が
あ
っ
た
の

で
、急
い
で
元
に
戻
し
た
。

   

登
記
簿
上
の
取
引
と
事

業
報
告
書
に
食
い
違
い
が

あ
る
が
、ど
う
い
う
こ
と
か
。

　
　

そ
れ
が
事
実
で
あ
れ

ば
大
変
な
問
題
な
の
で
、

調
査
し
て
報
告
す
る
。

問答

問答

土
地
開
発
公
社
と
住
宅
公
社
と
の
間
の
不
明
瞭
な

土
地
取
引
は

　
　

知
事
は
、「
工
場
を
閉

め
る
の
で
あ
れ
ば
…
当
然

補
助
金
は
返
し
て
い
た
だ

く
」
と
府
議
会
で
答
弁
し

て
い
る
。
市
長
は
９
年
間

で
約
１
億
５
千
万
円
の
補

助
金
の
返
還
を
Ｎ
社
に
求

め
な
い
の
か
。　
　

 
 

奨
励
金
は
企
業
市
内
立

地
と
市
民
雇
用
実
績
へ
の

交
付
。
工
場
存
続
と
再
起

の
想
い
も
聞
い
て
い
る
。

個
人
質
問

個
人
質
問

立
花  

武
子 

議
員

個
人
質
問

中
澤  

基
行 

議
員

問

答

問

答

亀
岡
か
ら
工
場
を
撤
退
す
る
な
ら
、誘
致
奨
励
金
返
還
求
め
よ

　
　

商
工
業
振
興
予
算
の

多
く
は
大
企
業
立
地
促
進

経
費
。
地
域
の
再
投
資
力

を
生
か
し
、
中
小
企
業
な

ど
で
循
環
す
る
仕
組
み
へ

転
換
を
図
る
べ
き
。
中
小

企
業
振
興
条
例
制
定
の
考

え
は
。

　
　

亀
岡
市
も
の
づ
く
り

産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

と
あ
わ
せ
検
討
す
る
。

「
亀
岡
市
商
工
業
振
興
予
算
転
換
」へ
の
考
え
は

　
　

公
約
実
現
に
は
、
行

政
側
の
推
進
体
制
の
再
構

築
と
様
々
な
圧
力
へ
の
公

正
公
平
で
毅
然
と
し
た
対

応
が
不
可
欠
。　
　

　
　

職
員
の
意
識
改
革
、行

政
の
組
織
改
革
な
ど
、万
全

な
市
政
推
進
体
制
を
確
立
し
、

毅
然
と
し
た
公
正
公
平
な

市
政
運
営
に
努
め
る
。

問

答

問答 栗
山
市
政
３
期
目
の
決
意
と
そ
の
確
実
な
実
現
に

向
け
た
条
件
整
備
が
不
可
欠

　
　

両
者
の
緊
張
感
あ
る

対
峙
が
必
要
。
行
政
が
議

会
に
臆
す
る
こ
と
の
な
い

議
論
の
展
開
が
不
可
欠
。

　
　

議
会
は
チ
ェ
ッ
ク
機

関
と
し
て
、
行
政
は
執
行

機
関
と
し
て
緊
張
感
の
中

で
活
発
な
議
論
を
通
じ
て

こ
そ
最
良
の
結
論
・
判
断

が
得
ら
れ
、
よ
り
効
果
的

な
施
策
が
生
み
出
さ
れ
る
。

市
長
・
行
政
と
議
員
・
議
会
は
、適
切
な
緊
張
関
係
を
持
っ
た
車
の
両
輪

　
　

地
公
法
30
条
「
全
体

の
奉
仕
者
と
し
て
の
職
員
」。

責
任
あ
る
自
覚
の
体
制
づ

く
り
に
ど
う
向
き
合
う
か
。

　
　

先
輩
職
員
が
範
を
示

す
よ
う
常
々
訓
示
し
て
い

る
。
職
員
の
資
質
向
上
、
ま

た
、
問
題
の
重
大
さ
を
厳

し
く
受
け
止
め
、
自
覚
と

責
任
を
持
っ
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

問答問答 市
職
員
の
不
祥
事
問
題
に
つ
い
て
の
責
任
は

　
　

亀
岡
市
内
の
放
射
線

量
の
測
定
と
公
表
に
つ
い
て
。

線
量
計
器
の
貸
出
し
は
。

　
　

京
都
府
南
丹
広
域
振

興
局
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
設
置
予
定
。
市
で
は

ガ
ン
マ
線
を
測
定
で
き
る

サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
を
購
入
。

１
台
を
貸
出
し
用
と
し
、

ル
ー
ル
を
整
備
中
で
あ
る
。

亀
岡
市
内
の
放
射
線
量
の
測
定
は

馬
場　

隆 

議
員

木
曽  

利　

 

議
員


